
【別紙４】 

トピックス 1 上信越道の対面通行に伴う渋滞予測 

  上信越道では、台風１９号による災害復旧工事のため、碓氷軽井沢ＩＣ～佐久ＩＣ間で終日

対面通行を実施しています。 

 年末年始期間は、上下線において最大１０km の渋滞を予測しています。 

渋滞箇所の通過には多くの時間を要する見込みですので、渋滞が予測されている日や、渋滞

のピークとなる時間帯を避けた分散利用にご協力をお願いします。 

 

■上信越道(碓氷軽井沢ＩＣ～佐久ＩＣ)の位置図と対面通行詳細図                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年末年始期間における渋滞予測 
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1月2日（木） 下り 八風山トンネル付近 5ｋｍ 8時～12時 10時 約20分

1月3日（金） 下り 八風山トンネル付近 5ｋｍ 8時～12時 10時 約20分

1月3日（金） 上り 八風山トンネル付近 10ｋｍ 14時～21時 18時 約40分

1月4日（土） 上り 八風山トンネル付近 5ｋｍ 14時～20時 17時 約20分

予測渋滞長 0～5ｋｍ 予測渋滞長5～10ｋｍ
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トピックス 2 CA 東京湾アクアラインの渋滞 

東京湾アクアラインの交通量は、ETC 車を対象とした料金割引（平成２１年８月～）や大型

商業施設の開業（平成２４年４月～）等により年々増加し、週末には上下線で恒常的に渋滞

が発生しています。多くの場合、アクアトンネル内の勾配変化に気づかず、速度低下してしまう

ことが渋滞発生の主要な原因となっています。 
ＮＥＸＣＯ東日本では、このような速度低下しやすい場所の壁面にペースメーカーライトを 

設置しており、速度低下予防に大きな効果を発揮しています。しかし、年末年始期間のように

特に交通が集中する期間では、上下線で長い渋滞が発生すると予測しています。渋滞が予

測されている時間帯を避けた分散利用にご協力をお願いします。 

 

 

 
■平成３１年１月５日（土）[上り線]の事例    ■ペースメーカーライトの設置状況 

 

また、平成３０年１２月に NTT ドコモのＡＩ技術を活用した『ＡＩ渋滞予知』をリニューアルし、 

３０分毎のアクアライン通過に要する所要時間と交通需要の提供を開始しました。人口統計に

より把握した当日の人出をもとに、天候やイベントなどの影響を考慮した高精度な予測が可能と

なっております。アクアラインで房総半島にお出かけの際は是非ご活用ください。 

 

 

  
※ペースメーカーライトとは、壁面に設置された⻘⾊LED が 
ドライバーを進行方向へと導くように点滅するライトのことです。 
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渋滞多発箇所（上下線） 
ペースメーカーライト設置箇所 

渋滞多発箇所（上り線） 
ペースメーカーライト設置箇所 

※ペースメーカーライトとは、壁面に設置された⻘⾊LED が 
ドライバーを進行方向へと導くように点滅するライトのことです。 

昨年の渋滞ピーク日には、非渋滞時より所要時間が約４０分 
多くかかったことが分かっています。 
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トピックス３ 特に長い渋滞の回避例（方向別ワースト） 

 

 

 

 


